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⑩ 佐藤豊先生（桐蔭横浜大学教授）インタビュー
－マルチタスクで角度を変えて仕事を３Dで見る！－

溝上 慎一 Shinichi Mizokami, Ph.D.

http://smizok.net/    
E-mail  mizokami@toin.ac.jp

【プロフィール】1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、講師、准
教授、2014年教授を経て2018年に桐蔭学園へ。桐蔭横浜大学学長（2020-2021年）。京都大学博士（教育学）。

＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問

※本動画は溝上が個人的に作成・提供するものです





（ご紹介）

佐藤 豊
さとう ゆたか

桐蔭横浜大学
スポーツ健康政策学部 教授
教職センター長

筑波大学体育専門学群卒業
横浜国立大学大学院教育学研究科修士課程修了

高等学校保健体育科教員として勤務の後、
神奈川県教育委員会指導主事、国立教育政策研
究所教育課程調査官、鹿屋体育大学教授を経て
2016年に桐蔭横浜大学へ



それではご覧ください



テーマ
仕事のコツ

桐蔭横浜大学

佐藤 豊



生涯を通して・・・学び続けたいです。
創造する、創造に触れる楽しさ

イタリアマル―ス、EU体育教師の研修会

ベルリンフィル (ラトル ジルベスタコンサート)

体育・保健体育ネットワーク研究会
(会員1300人) 全国の先生方と

ガーデニング 古伊万里・～益子焼

カンボジア 体育の学習指導要領



仕事の視点・・経験則ですいません

「なぜ?、何のた
め」を第1に考える

方針→デザイン→
実行→修正→結
論→批判的思考

→総括

いつ

どのように



自身の仕事の方針

〇 生み出すための困難を楽しむ・・・挑戦は糧

〇 現状維持は、実質後退・・・整理と創造

〇 多視点からの検討・・・鳥瞰力と他分野(立体的)

〇 多様性の重視・・・人は必ず良いところがある

〇 急がば回れ・・・批判的思考、省察重視

言うは易し、行うは難しですが・・・・



自身は、コルブ経験学習理論ベースでの発想ですかね。

Kolb D.A. (1984) “Experiential Learning: Experience as The Source of Learning and 
Development,” Prentice Hall, Englewood cliffs. New Jersev.





まとめ・・・実践から学んでいます。

〇 一貫した信念とゴールイメージを大切にしています。

〇 性善説に基づく価値判断を心がけています。

〇 成果はチームに、課題は自分にを心がけています。

〇 よい成果ほど深く省察、ダメな時はくよくよしないよう

にしています。

佐藤の大切にしたい仕事の姿勢ですかね。
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